
        

例
年
は
十
二
月
に
行
っ
て
い
た

「
人
権
集
会
」
を
、
今

年
度
は
、

一
月
二
十

一
日

（木
）
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
対
策
を
講
じ
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た
。 

主
な
内
容
は
、
「ゲ
ー
ム
」
「
私
は
誰
で
し
ょ
う
ク
イ
ズ
」

「
人
権
標
語
の
紹
介
」
で
し
た
。
「
私
は
誰
で
し
ょ
う
ク
イ

ズ
」
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

て
お
い
た
自
己
紹
介
カ
ー
ド
を
使

っ
て
、
ス
リ
ー
ヒ
ン
ト
ク
イ
ズ
形

式
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
「
人
権
標

語
の
紹
介
」
で
は
、
考
え
た
標
語

に
つ
い
て
理
由
や
説
明
も
加
え
な

が
ら
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
人
権
を
意
識
し
た
標
語
を

考
え
て
お
り
、
心
が
温
か
く
、

や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
、
制
約
さ
れ
る 

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
互
い
の 

人
権
や
気
持
ち
を
大
切
に
し

た
関
わ
り
を
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

始
業
式
で
話
を
し
た
三
学
期
の
め
あ
て
に
つ
い
て
は
、

児
童
会
の
活
動
に
も
反
映
さ
れ
、
縄
跳
び
大
会
に
向
け
て

全
校
を
あ
げ
て
元
気
に
、
仲
良
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

六
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
の
呼
び
か
け
で
、
昼
休
み
に
自
主
的

に
練
習
に
取
り
組
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
班
も
あ
り
、
意
欲
の
高

ま
り
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
体
育
主
任
の
米
原
先
生
が
屋

内
鉄
棒
も
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
鉄
棒
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

二
月
五
日
（金
）
は
、
新
入
生
保
護
者
説
明
会
で
し
た
。

来
年
度
入
学
予
定
の
七
名
の
新
入
生
が
保
護
者
と

一
緒
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
へ
様
々
な
説
明
を
す
る

間
、
新
入
生
を
迎
え
入
れ
、
楽
し
い
時
間
を
提
供
す
る
の

は
現

一
年
生
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
何
日
も
前
か
ら
準
備

を
し
た
り
、
練
習
を
し
た
り
し
て
当
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、

一
緒
に
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
精

一
杯
の
歓
迎
の
気
持
ち
を
表
し

て
い
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
新
入
生
も
、
物
品
販
売
や
採

寸
を
す
る
頃
に
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、
多
目
的
室
で
大

き
な
声
が
出
た
り
、
追
い
か
け
ご
っ
こ
を
し
て
楽
し
ん
だ

り
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

四
月
に
は
、
ド
キ
ド
キ
よ
り

も
、
ワ
ク
ワ
ク
の
気
持
ち
を
大

き
く
も
っ
て
、
入
学
式
を
迎
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
賀
荘
小
学
校
の
全
校
児
童

と
先
生
方
み
ん
な
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

       

「つ
よ
い
体
」と
「た
く
ま
し
い
心
」を

目
指
し
て 

縄
跳
び
大
会
、
鉄
棒
運
動 
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み
ん
な
が
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
た 

全
校
人
権
集
会 

一
日
入
学 

入
学
前
保
護
者
説
明
会 



にじいろ 九九の暗
唱やコマ回しなどを
披露しました。 

   

二
月
十
六
日

（火
）
は
、
今
年
度
最
後
の
参
観
日
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
こ
の

一
年
の
成
長
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
級
懇
談
で
は
、
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
様
子
を
伝
え
た
り
、
家
庭
や
地
域
で
の
暮
ら
し
の
様
子

を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
の
修
学
旅
行
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
の
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し

た
。
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
変
更
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

一
度
し
か
な
い
修

学
旅
行
が
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

          

    

 

      

三
月
三
日

（水
）
に
予
定
さ
れ
て
い
る
送
る
会
は
、

五
年
生
が
中
心
に
な
っ
て
全
校
を
動
か
す
初
め
て
の
行
事

で
す
。
代
表
委
員
会
も
学
級
会
で
鍛
え
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
て
素
晴
ら
し
い
話
し
合
い
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
や

「
役
割
分
担
」
が
決
ま
り
、
本
番
に

向
け
て
準
備
や
練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
心

の
こ
も
っ
た
素
敵
な
会
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。 

二
〇
二
一
年 

二
月
の
主
な
予
定 

23

日

（火
）
◇
天
皇
誕
生
日 

24

日

（水
）
二
中
ブ
ロ
ッ
ク
学
警
連
、
ク
ラ
ブ 

 

三
月
の
主
な
予
定 

１
日

（月
）
交
通
安
全
登
校
指
導

（
Ｐ
） 

二
中
校
区
連
携
の
会
総
務
部
会 

２
日

（火
）
読
み
聞
か
せ 

送
る
会
リ
ハ
③ 

３
日

（水
）
六
年
生
を
送
る
会
②
③ 

新
委
員
会
⑥ 

 
 

 
 

 

学
校
評
議
員
会
14
時
～ 

 

４
日

（木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
18
時
半

・
評
議
員
会
19
時
～ 

５
日

（金
）
月
例
テ
ス
ト

（算
） 

９
日

（火
）
卒
業
式
練
習
開
始 

 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
②
③
④ 

10

日

（水
）
Ｓ
Ｃ
来
校

（午
後
） 

12

日

（金
）
卒
錬
② 

町
内
子
ど
も
会
⑤ 

15

日

（月
）
交
通
安
全
登
校
指
導

（
Ｔ
） 

卒
錬
⑤ 

17

日

（水
）
予
行
練
習
② 

18

日

（木
）
卒
錬
④
、
午
後
式
場
準
備 

19

日

（金
）
卒
業
証
書
授
与
式 

23

日

（火
）
給
食
最
終
日 

24

日

（水
）
修
了
式
、
離
任
式 

25

日

（木
）
前
庭
剪
定 

Ｐ
Ｔ
Ａ
監
査
会
19
時
～ 

春
休
み
～
４
月
７
日

（水
）
ま
で 

26

日

（金
）
前
庭
剪
定 

※
来
年
度
の
始
業
式
は
、
四
月
八
日

（木
） 

入
学
式
は
、
四
月
九
日

（金
）
で
す
。 

今
年
度
最
後
の
参
観
日 

六
年
生
を
送
る
会
に
向
け
て 

１年生 オリジナル紙芝居の
発表と手作りゲームのお店を
開いて遊んでもらいました。 

２年生 一人一人がこ
れまでの自分の成⻑を
振り返り、けん玉や縄
跳びも披露しました。 

３．４年生は、ICT 機
器を活用して、日本や
世界の環境問題につい
て考えていました。 
 
５．６年生は、親子で
クロームブックを使っ
たプログラミング学習
に挑戦していました。
…かなり密でした！ 


